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TRPV1 (transient receptor potential cation channel subfamily V member 1) は熱、カプサイシン、
酸等によって開く陽イオンチャネルであり、ヒトを含めた多くの生物では、熱痛覚と辛味はいずれも末梢感覚神
経に発現する TRPV1 受容体によって認識される。この分子については、これまでの研究から温度閾値が約






覚感度テスト、濃度 0 µg/mlから 0.15 µg/mlまでのカプサイシン溶液を低濃度から順に口に含み、カ
プサイシン感度閾値を明らかにするカプサイシン感度テストを行った。さらに被験者の口腔粘膜から
ゲノム DNAを抽出して TRPV1ゲノム配列を解析し、各テスト結果との相関を調べた。 
【結果と考察】 
熱痛覚感度は最小 2.1秒、最大 25秒、平均 7.23秒±5.52、カプサイシン感度は最小 0.05 µg/ml、
最大 0.15 µg/ml、平均 0.088 µg/ml±0.027とそれぞれ大きな個人差がみられたが、同じ受容体によっ
て伝えられるはずの感度の間にも明確な相関はみられなかった。TRPV1領域約 49 kbp の中でもエク



























1.  インフォームド・コンセントの表現法について考える処を述べよ。 
2.  食べ物の「嗜好」と「人格の影響」について説明せよ。 
3.  食べ物の「嗜好」と「生活環境の影響」について説明せよ。 
4.  カプサイシン結合部位と熱感受性決定部位のドメイン構造について説明せよ。 
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